
50

2022
May

一般社団法人栃木県診療放射線技師会

■宇都宮市大谷町にある天台宗の寺院で、ご本尊は高さ 4mの千手観音です。平安時代（810年）、弘法大
師の作だと伝えられています。現在は、大谷磨崖仏（まがいぶつ）として、国の特別史跡および重要文化
財に指定されています。古くから大谷観音と称され、鎌倉時代に坂東 19番の霊場となり、多くの人々
から尊崇されてきました。
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巻頭言

新年度を迎えて

　一般社団法人　栃木県診療放射線技師会

　　　　会　長　吉　成　亀　蔵

　新年度を迎え新人の方も配属され、新たな気持ちでいらっしゃることと思います。また、新型コロナウイル

ス感染症の終息の気配が見えず苛立ちさえ感じますが、医療現場で対応しておられる会員の方に心から敬意を

表します。

　さて、2021年10月に施行になりました「臨床検査技師等に関する法律施行令の一部を改正する政令等の交

付について」に伴い診療放射線技師の業務範囲の見直しが行われ、追加された行為に関して厚生労働省が指定

する研修を受講することになりました。前年度２月に開催予定でした実技研修を開催できませんでしたが、今

年度は５回の開催を計画してまいります。今回の業務拡大により今までできなかった行為ができるようにな

り、責任が重くなります。

　以前まで行っていました卒後教育講座を３回、地区卒後教育講座を10回（各地区２回）、学術研究発表会を

コロナ禍に配慮しながら開催できるように準備を進めてまいります。日本診療放射線技師会との開催でありま

す基礎技術講習「X線CT検査」を９月25日に計画しておりますので皆さまの参加をお待ちしております。

　関東甲信越診療放射線技師学術大会が群馬県のGメッセ群馬にて６月25～26日に開催されます。ぜひとも参

加していただければと思います。2024年には栃木県での開催が決まっておりますので皆さまのお力添えをお

願いいたします。

　会長として今年度で２年目を迎えます。会員の皆さまにより多くの情報が伝えられるよう、学術部門の強化

を図ってまいります。栃木県診療放射線技師会を有効に活用し、ご要望や意見などをいただければありがたく

思う次第です。事務所にご連絡をお願いいたします。

　今年度も、どうぞよろしくお願いいたします。

栃木県診療放射線技師会ホームページ

ぜひ一度ご覧ください。

検索http://www.tartnet.com/
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会告

第98回 定時社員総会開催について

　令和４年度一般社団法人栃木県診療放射線技師会第98回定時社員総会を定款第14条に
基づき、下記のとおり開催いたします。

記

● 日　　時：令和４年５月28日（土）　16時10分開会（16時00分受付）

● 会　　場：栃木県総合文化センター　第１会議室

　　　　　　（栃木県宇都宮市本町１-８　電話：028-643-1000㈹ ）

● 次　　第：１．開会

　　　　　　 ２．会長挨拶 

　　　　　　 ３．表彰（35年・20年勤続功労表彰）

　　　　　　 ４．総会運営委員会報告

　　　　　　 ５．議長選出

　　　　　　 ６．議事録作成人及び議事録署名人選任

　　　　　　 ７．議事

　　　　　　　　 第１号議案　令和３年度事業報告

　　　　　　　　 第２号議案　令和３年度会計決算報告

　　　　　　　　 第３号議案　令和３年度監査報告

　　　　　　　　 第４号議案　令和４年度事業計画・収支予算書（報告事項）

　　　　　　　　 第５号議案　その他

　　　　　　 ８．閉会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

＊詳細は、総会資料に同封される案内をご確認ください。
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会告

令和４年度
第１回卒後教育講座開催について

　令和４年度第１回卒後教育講座を下記のとおり開催いたします。ご多用中のことと思い
ますが、万障お繰り合わせの上、ご参加くださいますようご案内申し上げます。

記

● 日　　時：令和４年５月28日（土）　14時20分～16時00分（14時00分　受付開始)

● 場　　所：栃木県総合文化センター　第１会議室
　　　　　　（栃木県宇都宮市本町１-８　電話：028-643-1000㈹ ）
　　　　　　まん延防止等重点措置等の関係によりWeb開催になる場合があります。
　　　　　　Web開催の場合（栃木県診療放射線技師会HPよりログイン）

● 参 加 費：会員無料

「医療器械最新技術紹介　～ ITEM2022春　GEヘルスケア・ジャパン～」
　　　　［講師］GEヘルスケア・ジャパン
　　　　　　　　　イメージング本部　MICT営業推進部　田中 剛志 先生
　　　　　　　　　イメージング本部　MR営業推進部　　吉野　 要 先生
　　　　　   US販売本部　関東application・Specialist　田中 沙貴 先生

内　容

講演Ⅰ

「急性患者における超音波検査の利用 CT,MRIとの対比と使い分け」
　　　　［講師］国際医療福祉大学病院  放射線科副部長　　太田 智行 先生

講演Ⅱ
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会告

令和４年度
フレッシャーズセミナーの開催について

　診療の現場における基礎知識の習得、職場におけるコミュニケーションづくり、県内の診
療放射線技師間のネットワークの構築等役立つ情報を準備して皆様をお待ちしています。

記

● 開 催 日：令和４年６月12日（日）

● 場　　所：栃木県総合文化センター

● 対 象 者：令和３、４年度採用の診療放射線技師

● 内　　容：1．エチケット・マナー

 　　　　　　2．医療コミュニケーション

 　　　　　　3．医療安全

 　　　　　　4．感染対策

 　　　　　　5．被ばく低減　他

● 参 加 費：無料

［お問い合わせ］
一般社団法人栃木県診療放射線技師会 事務所
■TEL/FAX　028-625-7979
■Email　　  tart@ce.mbn.or.jp
■執務時間　月・火・木・金　10：00～ 15：30
　　　　　　　　　　　　水　10：00～ 12：00
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報告

　令和４年３月14日にWeb形式による第３回卒後教育講座が
開催されました。本来であれば３月６日に栃木県総合文化セン
ターでの開催予定でしたが、新型コロナウイルスに対するまん
延防止等重点措置がとられたために、Web開催へと移行しま
した。
　特別講演では、日本診療放射線技師会・上田克彦会長より「診
療放射線技師法改正と告示研修」についてご講演をいただきま
した。内容は現在のJARTの役割や他団体との関わり、診療放
射線技師法改正の経緯、タスク・シフト/シェアへの取り組み、

告示研修の流れについてお話ししていただき大変興味深いものでした。特にタスク・シフト/シェアによる業務
拡大は、社会からの要請であり、栃木県の告示研修の受講率を向上させることが栃木県診療放射線技師会の役
割であることも実感しました。

　第３回卒後教育講座として、国際医療福祉大学保健医療学部
放射線・情報科学科の丸山純人先生に「MRIによる脳画像解析
の動向」についてご講演いただきました。内容は大きく３つに
分けて「脳形態画像解析・拡散テンソル解析・脳機能画像解析」
と馴染みのある解析分野と、一方では専門性の高い特化したも
のでしたが、スライドにはシークエンスチャートやグラフ、そ
れからカラー mapや画像も含め、順を追って分かりやすくご
説明いただきました。中には、functional MRIや拡散テンソル

解析など装置のスペックや解析ソフトウェアの設備が十分でない施設の視聴者もいたかと思われますが、今後
の頭部MRI解析の動向を実感できたのではないでしょうか。「解析に重要なことは元画像のクオリティーである」
という丸山先生のお言葉がとても印象に残りました。

　最後になりますが、Web開催とはなりましたが大変お忙しい中ご講演いただきました先生方に、厚く御礼申
し上げます。ありがとうございました。

学術部　飯　野　　　誠

● 開催日時：令和４年３月14日（月）
● 参加方法：Web形式
● 参加人数：38名

令和３年度 第３回 卒後教育講座開催報告

6



報告

第17回学術研究発表会（Web）開催報告
● 開催日：令和4年3月14日（月）から3月21日（月）　　● 閲覧方法：公式HP　会員専用ページ

　　第17回学術研究発表会が、昨年度に引き続きWeb開催の形式で行われました。本来であれば３月６日に

栃木県総合文化センターでの開催予定でしたが、新型コロナウイルスに対するまん延防止等重点措置がとられ

たために、Web開催へと移行しました。

　本年度は多岐にわたる分野から12名の研究発表がありました。コロナ禍で各施設お忙しい中、昨年度より多

くの演題をいただき開催できたことを厚くお礼申し上げます。参加人数は45名で、総閲覧数は57回となりま

した。７日間の閲覧期間を設けたことにより多数の会員の方にご参加いただくことができました。

　学術奨励賞は「骨シンチ診断支援ソフトVSBONE解析に関する検討」を発表した、佐野厚生総合病院の糸井

亮会員、学生部門では「前立腺DWIのb値・スライス厚の変動における画質の検討」を発表した国際医療福祉

大学の白水里佳さんがそれぞれ受賞しました。

　Web開催となりましたが、会員各位のご協力を賜り学術研究発表会を開催できたことを深く感謝いたしま

す。

学術部　飯　野　　　誠

令和３年度

第17回  学術研究発
表会

一般社団法人　栃
木県診療放射線技

師会

開催日時　　令和
４年３月６日㊐

　　　　　　午前
９：40開会（９：10受

付開始）

　　　　　　

開催場所　　栃木
県総合文化センタ

ー  特別会議室

　　　　　　（宇都
宮市本町1-8）

　　　　　　

4 学　生

前立腺DWI のｂ値・スライス厚の変動における
画質の検討

1国際医療福祉大学　保健医療学部　放射線・情報科学科　2 国際医療福祉大学病院　放射線室
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【目的】
　臨床においての診断にMRI は有用であり、その中でも拡散強調画像 (DWI) は腫瘍の検出に重要な
役割を果たしている。PI‒RADS(Prostate Imaging‒Reporting and Data System)version 2.1(v 2.1) では、
DWI は b値 1400 以上が推奨されているが、高い b値では signal-noise ratio(SNR) が低下し、それに伴
い contrast-to-noise ratio(CNR) も低下してしまうことが問題となる。今回の研究では、ファントムを
用いて b値とスライス厚を変化させることによって SNR および CNR がどのように変化するかを調べ
検討した。
【実験方法】
　Muller らの報告をもとにキウイフルーツを使用した前立腺ファントムを作成し、キウイの中心に自
作の腫瘍ファントムを埋め込んだ。使用装置は、1.5TMRI 装置 (Achiva1.5T,PHILIPS) を使用した。DWI
の撮像条件は、single-shot EPI DWI( 脂肪抑制 :SPIR)、TR:6000ms、TE:shortest で、スライス厚を 3㎜お
よび 4㎜、b値は 1000 ～ 2000s/㎟で 200 ステップごとに変化させて撮像した。画像より実質部と腫
瘍部に ROI を取り、信号強度を測定し、SNR および CNR を算出し評価した。

【結果】
　b値を高くすると SNR は低下した。スライス厚
は、3㎜より 4㎜の方が SNR は高くなった。図 1で
は b値を高くしていくと、スライス厚 4mmで b値
1400 がピークとなり、3㎜で b値 1200 がピークと
なった。PI-RADS v2.1 の推奨されている b値 1400
で比較すると、スライス厚 4㎜では高い CNR を示し
ているが、3㎜では b値 1200 を境に低下し、1400
では CNR が下がった。

【考察】
　ファントム撮像の結果より、実質部より腫瘍部の方が SNR の低下の割合は大きくなるため、CNR が
低下することが分かる。この原因は、高い b値での実行 TE の延長による位相分散によって、信号が低
下し、特に腫瘍部では SNR の低下が著しく、それにより CNR が低下すると考えられる。
　PI-RADS v2.1 での前立腺DWI の推奨 b値は、1400 以上とされる。今回の測定では、1.5T 装置では、
スライス厚 4㎜で b値 1400、スライス厚 3㎜で 1200 が最も CNR が高いことが分かった。よって、今
回の研究から本条件下では、スライス厚 3㎜において b値 1400 では CNR が低下してしまうため、加
算を増やしたり、SENSE や half Fourier 法の併用などで実行 TE の短縮ができるように、パラメータ設
定等の工夫の必要があることが示唆された。
【結語】
　ファントムを使用して、前立腺DWI の SNR および CNR の検討を行った。本条件では、b値 1400 に
おいて高い CNR を得るには、スライス厚を 4㎜に設定することが好ましいと分かった。b値はスライ
ス厚などの撮像条件に合わせて、最適な値を選択する必要がある。

DWI

1

2

1 1 2 1 

MRI (DWI)

PI–RADS(Prostate Imaging–Reporting and Data System)version 2.1(v

2.1) DWI b 1400 b signal-noise ratio(SNR)

contrast-to-noise ratio(CNR)

b SNR CNR

Muller

1.5TMRI (Achiva1.5T,PHILIPS)

DWI single-shot EPI DWI( :SPIR) TR:6000ms TE:shortest

3mm 4mm b 1000 2000s/ 200

ROI SNR CNR

b SNR 3mm

4mm SNR 1 b

4mm b 1400

3mm b 1200 PI-RADS v2.1

b 1400

4mm CNR 3mm b 1200

1400 CNR

SNR CNR

b TE

SNR CNR

PI-RADS v2.1 DWI b 1400 1.5T

4mm b 1400 3mm 1200 CNR

3mm b 1400 CNR

SENSE half Fourier TE

DWI SNR CNR b 1400

CNR 4mm b
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6 ４地区

骨シンチ診断支援ソフトVSBONE 解析に関する検討
佐野厚生総合病院　放射線科

〇糸
いと

井
い

　亮
りょう《目的》

　診断支援ソフトウェア VSBONE の解析精度の検討をした。
《使用機器》
　・E.CAM-14( 東芝メディカルシステムズ株式会社）　・VSBONE BSI Ver.1.1( 日本メジフィジックス株式会社 )
《検討方法》
　①令和 3年 4月から 10 月に行った骨シンチ症例（228 例）を VSBONE で解析した。
　②読影医の診断結果と VSBONE 解析結果から真陽性・偽陽性・偽陰性・真陰性の 4つに分類した。

　③結果より、前立腺癌・肺癌・乳癌の感度と特異度を算出した。《結果》
　① 前立腺癌では感度 86％（真陽性 19 例、偽陰性 3例）、特異度 85％（真陰性 55 例、偽陽性 10 例）

であった。
　②肺癌では感度 80％（真陽性 12 例、偽陰性 3例）、特異度 75％（真陰性 27 例、偽陽性 9例）であった。

　③乳癌では感度 80％（真陽性 28 例、偽陰性 7例）、特異度 68％（真陰性 17 例、偽陽性 8例）であった。

　④ 合計では感度 82％（真陽性 59 例、偽陰性 13 例）、特異度 76％（真陰性 99 例、偽陽性 27 例）で

あった。

《考察》
　① 解析精度で前立腺癌が優れていた理由として、病理分類の中で前立腺癌が造骨型の中で最も多い

こと、肺癌・乳癌は溶骨型や混合型に分類されることが解析精度に差が生じたと考える。

　② 解析精度に影響する偽陽性が肋骨・骨盤・脊椎で多い理由として、骨転移の発生部位の分布は赤

色骨髄の分布に一致し、脊椎・骨盤・肋骨・頭蓋骨などに多いため、VSBONE の学習データ上でホッ

トスポットとして検出するポイントが広く設定されていると考える。偽陰性が乳癌で多い理由と

しては、溶骨性の転移により骨が溶けて破壊されることで骨集積がされなかったことが考えられ

る。
　③  MRONJ・BRONJ で、ホットスポットとして検出されなかった理由は、学習データを作成する際に、

ホットスポットとして学習させなかったことが影響していると考える。また、骨転移ではなく炎

症なので集積を拾わないことが予想されるが、集積の程度によってはホットスポットとして認識

してしまうパターンもあると考える。
《結語》
　VSBONE の解析精度は感度・特異度共に平均 75％以上の値を示した。学習データによっては検出さ

れないところもあるため、解析ソフトの特徴を理解し読影医・担当医に周知することが必要だと考え

られる。
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報告

学術奨励賞を受賞して

佐野厚生総合病院　糸　井　　　亮

　この度は、第17回学術研究発表会において学術奨励賞を賜り、大変光栄に

存じます。学会関係者の方々に心より御礼申し上げます。

　今回の研究は、骨シンチ診断支援ソフトVSBONEの使用経験より

VSBONEの検出能は臨床診断結果と比較して正確に行えているか疑問を持ち

解析精度の検討を行いました。その中で、前立腺癌・肺癌・乳癌に対する解

析精度や生理的集積をホットスポットとして認識してしまう部位、集積があるがホットスポット

として認識されない部位などの解析ソフトの特徴を明らかにすることができました。結果として

VSBONEは学習データベースに依存するため、CTやMRIなどの結果と照らし合わせて総合的に

判断することが必要なことや、特徴を理解して読影医・担当医に周知することが必要であると報

告しました。今後も、この度の受賞を励みにし、更なる研究の発展に向けてますます努力してい

く所存です。

　最後に、本研究においてご指導いただきました江原技師長、和田技師、原口技師にこの場をお

借りして心より御礼申し上げます。また、私自身初めての研究であり、１人で行ったため不安も

ありましたが、名誉ある学術奨励賞をいただけたことを改めて感謝申し上げます。

国際医療福祉大学 保健医療学部 放射線・情報科学科 4年　白　水　里　佳

　この度は、学生演題での学術奨励賞を頂き、誠に光栄に存じます。

　自身にとって初めての学術発表であり、不慣れで行き届かない点が多くあっ

たと思いますが、研究に協力してくださった方々の温かいご指導のお陰で受

賞することができました。

　卒業研究はMRIに関するゼミに所属し研究を行いました。本研究では前立

腺MRIにおける拡散強調画像に焦点を当て、ファントムにて画質の検討を行いました。研究の結果、

スライス厚を１㎜変化させるだけでコントラスト比のピークが変化するという知見が得られ、研

究を行うことの重要性を強く感じました。2022年度より診療放射線技師として臨床の現場でお

世話になります。今回の学びを今後の臨床に活かしていけるよう努力する所存です。

　最後に、本研究にご協力頂いた方々、また学び多き大学と指導教員の茂木先生に深く感謝申し

上げます。本当にありがとうございました。この度は、このような輝かしい賞を頂戴しありがと

うございました。
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報告

第１地区理事　小　西　　　真

　令和３年度第１回第１地区卒後教育講座をWeb

形式で開催いたしました。TARTのHPからのログイ

ン方式のため会員のみ38名の参加となり、質問は

メールにて受付し後日返信の形を取りました。

　初めのセッションとして、株式会社フィリップス・

ジャパンの森脇様より「Philips MRIの最新情報」

について講演を賜りました。内容はRSNA2021で

発表されたSmartSpeedと呼ばれる新しい高速撮影

法でした。代表的な高速撮影法にはSENSE（1999）・

Compressed SENSE（2017）がありますが、それ

をさらに発展させた技術でした。SENSEの展開順番、

K-Spaceのサンプリング法の工夫、Wavelet変換を

AIに置き換える等の手法を凝らし従来の撮影時間を

最大65％短縮可能としました。また、K-Spaceの

整合性を高めることで、画像の綺麗さを今まで高速

化できなかったT2*やDWI・PROPELLERにも対応

し97％のシーケンスで使用が可能となりました。

さらに７リットルの液体Heで運用が可能なMRIハー

ド技術のBlueSealについても簡単に触れられていま

した。MRIの担当者としてはぜひとも使用してみた

いと思う技術でした。

　次のセッションは「各施設のコロナ対策」という

テーマで国際医療福祉大学、那須赤十字病院、国際

医療福祉大学病院より会員発表をしていただきまし

た。PPEの着脱を写真によりわかりやすく解説したマ

ニュアルやPPEのセット、それらを院内のネットワー

クで参照可能としたりCT室の扉に貼り付けたり。ま

た、患者導線への配慮・サーモグラフィーによる発

熱者の検知・顔承認システムによるマスクの有無な

ど各施設ともに工夫を凝らしていました。特に那須

赤十字病院はあのダイヤモンド・プリンセス号の患

者を受け入れていたため、かなり初期の段階から対

策を開始していたそうです。幸いなことに各施設で

のクラスターは発生していないとの報告でした。

● 開催日時：令和４年１月26日（水）　18：30～19：40
● 場　　所：Web開催
● 参加人数：38名（会員38名）

令和３年度 第１地区 卒後教育講座
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報告

第２地区理事　木　村　友　昭
第２地区幹事　牛　久　　　誠

　コロナウイルスの影響により、本年度はWebで
の開催となった。
　今回は、メーカー発表１社と会員３名の発表を
行った。

　メーカー発表は、キヤノンメ
ディカルシステムズ株式会社の
林 祐 介 先 生 よ り、「Built-in 
AEC Assistance」の 紹 介 が
あった。この装置はフラットパ
ネルにフォトタイマ(AEC)を搭

載することにより、外付けデバイスの必要がなく、
X線発生器の自動停止が可能となる装置である。
AECとフラットパネルが一体化されているので通常
の一般撮影と同じ手技でAECを利用できるメリット
がある。また、X線の過剰被ばくを低減させる効果
も期待できる。
　続いて、「コロナ禍におけるX線撮影の工夫」をテー
マに会員３名の発表があった。

　川上病院、江連真一会員の発
表では、コロナ感染者や疑いの
強い患者の撮影の際には、「見
せない」「脱がない」「移さない」
を基本として、患者入館の動線
や、靴のまま撮影できるような
工夫が紹介された。

　上都賀病院の牛久誠会員の発
表では、電子カルテでのオー
ダーの際に、患者の状態やコロ
ナウイルス感染の疑い度合い、
技師に求める感染防護の程度を
記入できるようにして、オー

ダーを見た技師があらかじめ準備できるような工夫
の紹介があった。

　獨協医科大学病院の橋本富寿
会員の発表では、患者の待合状
況の分析を行い、時差勤務によ
り検査の開始時間を20分早め
ることによって、今までの検査
開始時刻での待合混雑状況が

63％減り、患者が密にならないように改善できた
ことが報告された。
　コロナ禍の中、昨年度は地区卒後教育講座を開催
することができなかったが、今年度はWebを利用
することで全地区会員を対象に開催することができ
た。地区卒後教育講座では、今回、初めてのWeb
開催ということもあり、会員発表後のディスカッ
ションでは、マイクやカメラ設備等の関係で参加者
が発言しにくい環境もあったが、各施設で意見交換
することもでき有意義な時間となった。

● 開催日時：令和４年２月22日（火）　18：00～19：00
● 場　　所：Web開催
● 参加人数：32名（会員32名）

令和３年度 第２地区 卒後教育講座
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報告

第３地区理事　飯　野　　　誠

　令和３年度第３地区卒後教育講座をWeb形式にて開催しました。TARTシステムからのログイン方法のため
会員のみ43名の参加となっています。また、質問に関しましてはメールで受け付けし、後日返信する形式を採
用いたしました。
　講演では芳賀赤十字病院放射線科の藤田晃史先生に「頭頸部画像診断における最近の話題－画像診断ガイド
ライン2021年度版を踏まえて」について講演を賜りました。
　内容は頭頸部領域でのMRIの有用性、口腔癌および中咽頭癌のTNM分類の変更点について、さらに頭頸部で
はMRIが優先される傾向がありますが、CTが診断に有用なこともあるとのお話をいただきました。講演を聞い
てより多くの者が頭頸部領域に関心を持てたと思われます。
　Web開催とはなりましたが、会員各位のご協力を賜り第３地区卒後教育講座を開催できたことを深く感謝い
たします。

令和３年度 第３地区 卒後教育講座
● 開催日時：令和４年２月４日（金）　18：00～19：00
● 場　　所：公式HP　会員専用ページ
● 参加人数：43名
● 内　　容：
　　　　　「頭頸部画像診断における最近の話題
　　　　　　　　　　　　－画像診断ガイドライン2021年度版を踏まえて」

　　　　　　芳賀赤十字病院　放射線部長　藤田　晃史 先生

　　　　　　芳賀赤十字病院　放射線課　飯野　誠　

講 演

講 師

司 会
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報告

第４地区副理事　大　隅　久　人

　令和３年度第４地区卒後教育講座を新型コロナウイルス感染対策のため技師会の活動も制限される中、Web
形式にて開催しました。会員のみ48名（うち第４地区25名）の参加がありました。
　田中理事の司会進行により、定刻どおり始まり、長瀬ランダウア株式会社の方に「法令改正と個人被ばく線
量計」について講演を賜り、令和３年３月までの法令の内容説明、個人線量計の正しい着用法と注意点、令和
３年４月からの改正法令の内容、眼の近傍専用の線量計について分かりやすく解説していただきました。
　講演の後には、発表形式にて水晶体被ばく限度見直しに対しての各施設の対応について、足利赤十字病院の
木下貴晶会員、佐野厚生総合病院の加藤恵二会員、２施設から発表がありました。
　法令が改正され厳しくなっている状況で、各施設工夫をされており、大変興味深い内容でした。
　最後になりますが、お忙しい業務の中、ご講演いただいた長瀬ランダウア株式会社の方、発表された木下貴
晶会員、加藤恵二会員に厚く御礼申し上げます。また、参加された48名の皆様、誠にありがとうございました。

令和３年度 第４地区 卒後教育講座
● 開催日時：令和４年２月24日（木）　18：00～19：00
● 場　　所：Web形式
● 参加人数：48名
● 内　　容：
　　　　　「法令改正と個人被ばく線量計」　講師：長瀬ランダウア株式会社

　　　　　　水晶体被ばく限度見直しに対しての各施設の対応について

　　　　　　「当院における眼の水晶体被ばく管理について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足利赤十字病院　　木下　貴晶 会員

　　　　　　「水晶体の被ばく限度引き下げに対する当院での対応」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野厚生総合病院　加藤　恵二 会員

講 演

発 表
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報告

第５地区理事　木　村　和　弘

　令和４年２月10日（木）、令和３年度第５地区卒後教育講座がWeb形式にて開催された。
　内容は「第５地区におけるMRI検査の現状」として自治医科大学附属病院、新小山市民病院、石橋総合病院、
とちぎメディカルセンターしもつがの４施設からの発表であった。
　それぞれの施設でのMRI検査の件数や推移、撮像方法、業務効率向上の工夫、MIP画像の作成方法など多岐
にわたる話を聞くことができた。
　MRI検査は多種多様な撮像シーケンスがあり、一つの疾患に対しても施設によって撮像シーケンスが異なる
場合があり、他施設にて行われている検査内容について興味がある方は多いと思う。
　今回のように他施設の現状を知ることは自施設の現状を再確認することにつながり、検査内容について再検
討をする良い機会になるのではないかと感じた。
　コロナ禍にて会場型での開催が困難なためWeb開催となったが、第５地区以外の会員も視聴することができ
たことは、良かった点ではないかと思う。
　今後も第５地区において様々な情報の共有化がなされ、地区全体のスキルアップにつながれば良いと感じた。

● 開催日時：令和４年２月10日（木）　18：00～19：00
● 場　　所：Web開催
● 参加人数：34名（会員34名）

令和３年度 第５地区 卒後教育講座
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事務局報告

会の動静

会員の動静　 令和４年４月12日現在（敬称略）

 1/ 7 会誌113号発行
 1/14 第６回理事会(Ｗｅｂ会議)
 1/22 日本診療放射線技師会地域委員会

(全国地域連絡協議会)Ｗｅｂ開催〈吉成会長〉
日本診療放射線技師会第３回表彰委員会

(Ｗｅｂ開催)〈佐藤表彰委員〉
 1/26 第１地区卒後教育講座(Ｗｅｂ開催)
 2/ 4 第３地区卒後教育講座(Ｗｅｂ開催)
 2/10 第５地区卒後教育講座(Ｗｅｂ開催)

第17回学術研究発表会抄録集発行
 2/16 第５回業務執行理事会
 2/17 日本診療放射線技師会第４回表彰委員会

(Ｗｅｂ開催)〈佐藤表彰委員〉
 2/22 第２地区卒後教育講座(Ｗｅｂ開催)
 2/24 第４地区卒後教育講座(Ｗｅｂ開催)
 3/11 国際医療福祉大学学位記授与式〈吉成会長〉

国際医療福祉大学学位記伝達式〈吉成会長〉
 3/14 第３回卒後教育講座(Ｗｅｂ開催)
 3/14~21 第17回学術研究発表会(Ｗｅｂ開催)
 3/23 第７回理事会
 3/31 会員数501名
 4/ 4 国際医療福祉大学入学式〈樋口理事〉
 4/ 9 監査会並びに第１回業務執行理事会

(栃木県庁舎西別館共用会議室)
〈吉成会長･小黒監事･若林監事･金田副会長･
須藤副会長･園部理事･佐藤理事･木村理事･大
木理事〉

■ 会員総数　498名
第１地区　 86名　　　第２地区　106名
第３地区　154名　　　第４地区　 62名
第５地区　 90名

■ 入　会
齋藤　　剛　宇都宮セントラルクリニック
青木　竜永　石橋総合病院

眞塩　雅季　国際医療福祉大学病院
入山　直人　済生会宇都宮病院
河野　瑞季　宇都宮セントラルクリニック

■ 転　入
森　雄一朗　友志会　野木病院　埼玉県より
鈴木　　蘭　特定医療法人博愛会　菅間記念病院
　　　　　　秋田県より
早川　朋美　宇都宮脳脊髄センターシンフォニー病院
　　　　　　東京都より
初田　美咲　静岡県より

■ 退　会

会員資格喪失者（除籍）3名

■ 転　出
角田　文哉　静岡県へ
鈴木　優希　茨城県へ
黒澤　謙太　群馬県へ

■ 異　動
牧島　正道　安足健康福祉センター → 自宅
内田　新也　自宅 → 医療法人高柳会　大平下病院
小野瀬　隼　茨城県総合健診協会県西センター
　　　　　　→ 宇都宮脳脊髄センターシンフォニー病院
上村　隆道　大岡胃腸内科医院 → 自宅

■ お悔やみ申し上げます
令和４年１月５日　ご尊父様　内田　昇

（栃木県立リハビリテーションセンター）
令和４年１月30日　ご尊父様　国府田　哲弘

（自治医科大学附属病院）
令和４年３月５日　ご尊父様　石田　薫

（獨協医科大学病院）
令和４年３月23日　ご尊父様　関口　尋子

（獨協医科大学病院）

小堺　一則
郷間　紫一
佐藤　和久
大関　晶裕
久保田健夫

伊勢　晶子
黒川　元晴
小野田　彰
中村　克巳
和知　大志

清水　孝明
才田　祥子
坂和　愛美
有田　昌浩
清田　　宏
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一般社団法人栃木県診療放射線技師会

令和４年度 活動予定表
令和４年
 4/ 9㈯ 監査会並びに第１回業務執行理事会
 4/21㈭ 第１回理事会
 5/10㈫ あすたーとVol.50発行
 5/28㈯ 第98回定時社員総会､勤続20年･35年表彰式

第１回卒後教育講座
 6/11㈯ 日本診療放射線技師会定時総会
 6/12㈰ 診療放射線技師のためのフレッシャーズ

セミナー
 6/16㈭ 第２回業務執行理事会
 6/25㈯～26日㈰ 関東甲信越診療放射線技師学術

大会(Ｇメッセ群馬)
 7/14㈭ 第２回理事会
 7/16㈯ 日本診療放射線技師会75周年記念式典
 7/17㈰ 全国会長会議
 8/ 7㈰ 告示研修
 8/21㈰ 告示研修
 8/23㈫ あすたーとVol.51発行
 9/11㈰ 告示研修
 9/16㈮～18㈰ 第38回日本診療放射線技師学術大

会(兵庫県)
 9/25㈰ 診療放射線技師基礎技術講習「Ｘ線ＣＴ

検査」
 9/30㈮ 会費納入期限
10/13㈭ 第３回業務執行理事会
10/15㈯ 第５回技師長サミット
10/23㈰ 告示研修
11/ 5㈯ 第２回卒後教育講座

第３回理事会
11/23㈬ 告示研修
12/ 3㈯ 第４回業務執行理事会

令和5年
 1/ 6㈮ 会誌114号発行
 1/14㈯ 第４回理事会
 2/10㈮ 第18回学術研究発表会抄録集発行
 2/16㈭ 第５回業務執行理事会
 2/26㈰ 第３回卒後教育講座･第18回学術研究発

表会
 3/22㈬ 第５回理事会

第38回 日本診療放射線技師学術大会
会　期：2022年９月16日㈮～18日㈰
会　場：神戸コンベンションセンター
　　　（兵庫県神戸市中央区港島中町6丁目）
主　催：公益社団法人 日本診療放射線技師会
実　施：公益社団法人 兵庫県放射線技師会
参加登録：
［事前登録］（2022年７月31日まで）
　 10,000円（正会員）／ 15,000円（非会員）
［当日登録］ 
　 14,000円（正会員）／ 18,000円（非会員）
（学生の参加登録は2,000円）
＊詳細はJART４月号またはホームページをご参照
ください。

ご案内

2022年度 関東甲信越診療放射線技師学術大会
会　期：2022年６月25日㈯～26日㈰
会　場：Gメッセ群馬
　　　（群馬県高崎市岩押町12番24号）
実　施：一般社団法人 群馬県診療放射線技師会
参加登録：
［事前登録］（2022年６月10日まで）
　 3,000円（正会員）／ 5,000円（非会員）
［当日登録］ 
　 5,000円（正会員）／ 7,000円（非会員）
　＊学生の参加費は1,000円（当日のみ）

ご案内

第74回 診療放射線技師国家試験結果発表
　令和４年２月17日㈭に実施されました第74回
診療放射線技師国家試験の全国の結果は次のとお
りです。
　◆ 受験者数：3,245人 ◆ 合格者数：2,793人
　◆ 合 格 率：86.1％

ご報告
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